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井戸 5 丼側 (上部石組み)(1)



井戸 5 井側 (上部石組み)(2)

井戸 5 井側 (組桶)
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墓 2(1)遺物出土状況

墓 2(2)桶棺
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墓 6(1)木 棺・遺物出土状況
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(3)人骨出土状況 (北から)
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図版16

平成16年度 調査区及びその周辺 (南から)

沖手遺跡 平成16年度 調査区及びその周辺 (北から)
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溝状遺構 2 出土遺物 (外面)

溝状遺構 2 出土遺物 (内面)
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溝状遺構 3 出土遺物 (外面)

溝状遺構 3 出土遺物 (内面)
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井戸 ]出 土遺物 (1)(外面)
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井戸 1 出土遺物 (1)(内面)
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井戸 1 出土遺物 (2)   (外面)

出土遺物
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井戸 3・ 井戸4 出土遺物



鶴
醒

隣

建物跡 3 関連遺構出土遺物 (外面)

建物跡 3 関連遺構出土遺物 (内面)
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虹柁品判ЧЙ 8

建物跡4 関連遺構出土遺物 (外面)
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建物跡 4 関連遺構出土遺物 (内面)
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建物跡関連ビット・SK26出土遺物 (磁器・陶器・銭貨)
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墓 出土遺物
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出土遺物 (1)磁器 (外面)

出土遺物 (1)磁器 (内面)



図版2フ

66-12

出土遺物 (2)磁器

出土遺物 (3)磁器
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出土遺物
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出土遺物 (6)土錘

丼戸 1 井側組桶材



図版31

井戸4 井側組桶材

井戸 5 井側組桶材
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木製品、墓 2・ 墓 6棺材
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沖手遺跡 集落 倉

町
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建物跡   6
井戸跡   5
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益田川下流域に展開した

大規模な集落

要  約 沖手遺跡は益田川下流の右岸低地に立地する遺跡である。古墳時代から江戸時
代までの遺物が確認されているが、中心となるのは鎌倉時代・室町時代である。
当該期の遺物をはじめ建物跡・溝状遺構 。井戸跡・墓など多くの遺構が検出され
中世を通じて集落が形成されていたと考えられる。

この集落は流通に関わる集落であったことが推測されるが、今後さらに検討が
必要である。

※緯度 。経度は日本測地系による



鐘鵡 鬱姶 墓灘 害

手 遺
-1区の調査一

一鞘籍
2006ぽ成18)年 81月

画1上交通省中国地方整備局
i専根県教育委員会

島根県教育庁連蔵支イヒ財調査センター編 集

印 Fll 有麟 伊藤割副


